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(百万円未満切捨て)
１．2023年９月期の業績（2022年10月１日～2023年９月30日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年９月期 8,131 37.4 181 △38.5 202 △22.1 147 △33.6

2022年９月期 5,919 26.6 295 36.7 260 1.4 222 28.5
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年９月期 46.89 － 6.1 5.4 2.2

2022年９月期 68.65 － 9.3 8.6 5.0

（参考）持分法投資損益 2023年９月期 －百万円 2022年９月期 －百万円

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年９月期 4,409 2,392 54.3 798.91

2022年９月期 3,084 2,472 80.2 764.44
（参考） 自己資本 2023年９月期 2,392百万円 2022年９月期 2,472百万円
　

　

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年９月期 △1,033 △35 1,047 876

2022年９月期 △233 △15 △131 898
　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年９月期 － 0.00 － 24.00 24.00 77 35.0 3.3

2023年９月期 － 0.00 － 24.00 24.00 71 51.2 3.1

2024年９月期(予想) － 0.00 － 24.00 24.00 47.0
　

　　

３．2024年９月期の業績予想（2023年10月１日～2024年９月30日）
　

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,275 14.1 240 32.2 235 15.9 154 4.5 51.09
　

（注）当社は、年次での業績管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の業績予想の記載を省略しております。

　　



※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年９月期 3,235,000 株 2022年９月期 3,235,000 株

② 期末自己株式数 2023年９月期 240,049 株 2022年９月期 49 株

③ 期中平均株式数 2023年９月期 3,144,211 株 2022年９月期 3,234,986 株
　

　　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来予想の適切な記述等についてのご説明）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の
ご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」
をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法について）
決算補足説明資料は、本日の決算発表時に当社ウェブサイトに掲載しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度(自 2022年10月１日 至 2023年９月30日)におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の

影響に対する行動制限もなくなり、最低賃金の改定等賃上げの広がりもあり、個人消費を中心に経済活動に回復

の動きが見られましたが、一方で、急激な円安の進行や、ロシアのウクライナ侵攻の長期化によるエネルギー価

格や原材料価格の上昇が続いており、諸物価の高騰の中、先行き不透明な状況で推移いたしました。

こうした環境下、ウィズ・コロナが日常となり、消費者の嗜好品ニーズが復活してきた中で、当社は消費者の

ニーズ、シーズを捉えた新商品、新企画に積極的に取り組み、大幅な増収を達成することが出来ました。さらに

円安、資源価格高騰等も踏まえ、物流費をはじめとして積極的な原価低減、生産性向上に努めました。しかし、

これらの取り組みも、急激な円安により、損益面では厳しい状況となりました。

以上の結果、当事業年度の経営成績は以下の通りとなりました。

(千円)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

当事業年度 8,131,382 181,596 202,728 147,436

前事業年度 5,919,488 295,497 260,386 222,071

増減額 2,211,893 △113,901 △57,657 △74,635

増加率(％) 37.4 △38.5 △22.1 △33.6

売上高は、前年同期比2,211,893千円増加(37.4％増)の8,131,382千円となりました。

消費者が新しい生活様式に慣れ、徐々に日常を取り戻す中で当社が主力とする嗜好品を好む余裕が生まれてき

たことを踏まえ、当社では変化する消費者マインドを深くリサーチしてタイムリーな商品提供に注力してきまし

た。その効果が「イエナカ消費（巣ごもり消費）」の需要を的確に捉えた商品や小売価格100円より高価に感じら

れる「高見え」商品群のヒットとして現れ、販売は好調に推移しました。また、上期はクリスマスやバレンタイ

ンといったイベント関連商品の販売数の増加が売上高を牽引しました。さらに、ライセンス企画商品の拡大、年

度を通じて販売できる「通年型商品」の企画・開発・販売にも力を入れて取り組んだ結果、下期も売上高が堅調

に推移し、通期で前年を大きく上回りました。

なお、当事業年度における当社のライフスタイル雑貨の商品群別累計売上高は、下表の通り、「ワンプライス

商品」が7,723,490千円(前年同期比38.1％増)、「プチプライス商品」が407,891千円(前年同期比25.2％増)とな

りました。

(千円)

ワンプライス プチプライス 合計

当事業年度 7,723,490 407,891 8,131,382

前事業年度 5,593,608 325,880 5,919,488

増加額 2,129,882 82,011 2,211,893

増加率(％) 38.1 25.2 37.4

営業利益は、前年同期比113,901千円減少(38.5％減)の181,596千円となりました。

これは、販売数量の大幅な拡大や価格改定交渉による増益効果があったものの、円安の影響により売上原価率

が7.0ポイント上昇したこと、また販管費においても物流費削減努力やDXの取り組みで一定の成果があったもの

の、労務費の増加等の減益要因があったことによるものです。

経常利益は、前年同期比57,657千円減少(22.1％減)の202,728千円となりました。

営業外損益において、前事業年度には営業外費用に為替差損34,646千円がありましたが、当事業年度は営業外

収益として為替差益21,173千円があったこと等によるものです。

以上の結果、当期純利益は、前事業年度比74,635千円減少(33.6％減)の147,436千円となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当事業年度末における流動資産は4,239,850千円となり、前事業年度に比べ1,305,518千円増加いたしました。

これは主に現金及び預金が21,928千円減少しましたが、売掛金161,666千円、棚卸資産が1,113,074千円それぞれ

増加したことによるものであります。固定資産は169,278千円となり、前事業年度末に比べ18,871千円増加いたし

ました。これは主にソフトウェア仮勘定が31,433千円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は、4,409,129千円となり、前事業年度末に比べ1,324,390千円増加いたしました。

(負債)

当事業年度末における流動負債は1,728,526千円となり、前事業年度末に比べ1,399,390千円増加いたしまし

た。これは主に短期借入金が1,300,000千円、未払金が72,685千円、未払法人税等が35,590千円それぞれ増加した

ことによるものであります。固定負債は287,897千円となり、前事業年度末に比べ5,213千円増加いたしました。

これは主に退職給付引当金が5,213千円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は、2,016,424千円となり、前事業年度末に比べ1,404,604千円増加いたしました。

(純資産)

当事業年度末における純資産合計は2,392,704千円となり、前事業年度末に比べ80,213千円減少いたしました。

これは主に当期純利益147,436千円、自己株式の取得157,200千円及び配当金支払77,638千円によるものでありま

す。

この結果、自己資本比率は54.3％(前事業年度末は80.2％)となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前事業年度末に比べ21,928千円減少し、

当事業年度末には876,207千円となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動に使用した資金は1,033,785千円(前年同期は233,923千円の支出)となりました。これは主に税引前当

期純利益が202,728千円ありましたが、売上債権の増加による支出162,870千円、棚卸資産の増加による支出

1,113,074千円等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動に使用した資金は35,498千円(前年同期は15,460千円の支出)となりました。これは主に有形固定資産

の取得による支出20,891千円、無形固定資産の取得による支出17,761千円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動で獲得した資金は1,047,356千円(前年同期は131,496千円の支出)となりました。これは主に短期借入

金の純増額1,300,000千円、自己株式の取得による支出157,533千円及び配当金の支払77,610千円によるもので

す。
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（４）今後の見通し

今後のわが国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果、行楽需要やインバウンド消費の回復等、個人

消費を中心に緩やかな回復が続くことが期待されるものの、世界的な金融引締めに伴う景気の下振れや、世界的

な原材料価格、エネルギー価格の上昇に加え、円安による諸物価高騰の影響が今後も懸念され、依然不透明な状

況が続くものと考えております。

このような状況下、当社は消費者のニーズ、シーズに応えるべく、商品開発力・企画提案力、営業力のさらな

る強化に取り組んでおり、この結果、売上高は前事業年度に引き続き、好調を持続し、さらなる拡大ができるも

のと見ております。

また商品の約95％を海外からのドル建て輸入が占めており、円安の影響は避けられず、顧客への値上げ交渉は

精力的に行いながらも収益の先行きが厳しい状況ではありますが、中期経営計画の目標のひとつである、DX改革、

全社員のプロフェッショナル化を通じた「生産性向上」の成果も順調に上がっており、増収増益を見込んでおり

ます。

以上により、2024年９月期の業績見通しにつきましては、売上高9,275百万円、営業利益240百万円、経常利益

235百万円、当期純利益154百万円を見込んでおります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は連結財務諸表を作成していないため、国際会計基準に基づく財務諸表を作成するための体制整備の負担等を

考慮し、日本基準に基づき財務諸表を作成しております。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2022年９月30日)

当事業年度
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 898,135 876,207

受取手形 913 2,756

電子記録債権 3,698 3,060

売掛金 555,502 717,168

棚卸資産 1,315,296 2,428,371

前渡金 39,844 30,910

前払費用 30,861 37,440

その他 90,208 143,934

貸倒引当金 △130 －

流動資産合計 2,934,331 4,239,850

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 74,041 74,437

減価償却累計額 △55,462 △58,838

建物附属設備（純額） 18,579 15,599

車両運搬具 9,632 2,960

減価償却累計額 △7,240 △2,959

車両運搬具（純額） 2,392 0

工具、器具及び備品 136,926 151,415

減価償却累計額 △111,206 △122,813

工具、器具及び備品（純額） 25,719 28,601

有形固定資産合計 46,691 44,200

無形固定資産

商標権 2,313 2,274

ソフトウエア 35,784 31,421

ソフトウエア仮勘定 3,000 34,433

その他 288 288

無形固定資産合計 41,385 68,418

投資その他の資産

長期前払費用 1,125 556

繰延税金資産 9,897 6,061

敷金 51,307 50,041

投資その他の資産合計 62,330 56,659

固定資産合計 150,406 169,278

資産合計 3,084,738 4,409,129
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(単位：千円)

前事業年度
(2022年９月30日)

当事業年度
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 32,693 63,590

短期借入金 － 1,300,000

１年内返済予定の長期借入金 17,500 －

未払金 212,630 285,315

未払費用 16,550 14,708

未払法人税等 － 35,590

預り金 10,695 11,175

賞与引当金 36,837 18,044

その他 2,229 101

流動負債合計 329,136 1,728,526

固定負債

退職給付引当金 28,348 33,562

役員長期未払金 254,335 254,335

固定負債合計 282,683 287,897

負債合計 611,820 2,016,424

純資産の部

株主資本

資本金 37,220 37,220

資本剰余金

資本準備金 5,220 5,220

その他資本剰余金 268,248 268,248

資本剰余金合計 273,468 273,468

利益剰余金

利益準備金 8,000 8,000

その他利益剰余金

別途積立金 400,000 400,000

繰越利益剰余金 1,713,713 1,783,510

利益剰余金合計 2,121,713 2,191,510

自己株式 △31 △157,231

株主資本合計 2,432,370 2,344,967

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 40,548 47,737

評価・換算差額等合計 40,548 47,737

純資産合計 2,472,918 2,392,704

負債純資産合計 3,084,738 4,409,129
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2021年10月１日
　至 2022年９月30日)

当事業年度
(自 2022年10月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 5,919,488 8,131,382

売上原価

商品期首棚卸高 791,295 1,014,249

当期商品仕入高 3,765,692 6,402,335

合計 4,556,987 7,416,585

商品期末棚卸高 1,014,249 1,986,566

売上原価 3,542,737 5,430,019

売上総利益 2,376,751 2,701,363

販売費及び一般管理費 2,081,253 2,519,767

営業利益 295,497 181,596

営業外収益

受取利息 7 4

為替差益 － 21,173

固定資産売却益 － 1,382

受取補償金 369 1,649

その他 40 440

営業外収益合計 418 24,650

営業外費用

支払利息 476 2,508

為替差損 34,646 －

固定資産除却損 － 500

自己株式取得費用 － 333

その他 406 174

営業外費用合計 35,529 3,518

経常利益 260,386 202,728

税引前当期純利益 260,386 202,728

法人税、住民税及び事業税 39,419 55,257

法人税等調整額 △1,105 34

法人税等合計 38,314 55,292

当期純利益 222,071 147,436
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2021年10月１日 至 2022年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 37,220 5,220 268,248 273,468 8,000 400,000 1,553,106 1,961,106

当期変動額

剰余金の配当 △61,465 △61,465

当期純利益 222,071 222,071

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － － － － 160,606 160,606

当期末残高 37,220 5,220 268,248 273,468 8,000 400,000 1,713,713 2,121,713

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式

株主資本

合計

繰延ヘッジ

損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 － 2,271,794 17,420 17,420 2,289,215

当期変動額

剰余金の配当 △61,465 △61,465

当期純利益 222,071 222,071

自己株式の取得 △31 △31 △31

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

23,127 23,127 23,127

当期変動額合計 △31 160,575 23,127 23,127 183,703

当期末残高 △31 2,432,370 40,548 40,548 2,472,918
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当事業年度(自 2022年10月１日 至 2023年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 37,220 5,220 268,248 273,468 8,000 400,000 1,713,713 2,121,713

当期変動額

剰余金の配当 △77,638 △77,638

当期純利益 147,436 147,436

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － － － － 69,797 69,797

当期末残高 37,220 5,220 268,248 273,468 8,000 400,000 1,783,510 2,191,510

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式

株主資本

合計

繰延ヘッジ

損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △31 2,432,370 40,548 40,548 2,472,918

当期変動額

剰余金の配当 △77,638 △77,638

当期純利益 147,436 147,436

自己株式の取得 △157,200 △157,200 △157,200

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

7,188 7,188 7,188

当期変動額合計 △157,200 △87,402 7,188 7,188 △80,213

当期末残高 △157,231 2,344,967 47,737 47,737 2,392,704
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2021年10月１日
　至 2022年９月30日)

当事業年度
(自 2022年10月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 260,386 202,728

減価償却費 29,509 35,551

貸倒引当金の増減額（△は減少） △276 △130

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,140 △18,793

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,570 5,213

受取利息及び受取配当金 △7 △4

支払利息 476 2,508

受取補償金 369 △1,649

自己株式取得費用 － 333

固定資産売却損益（△は益） － △1,382

固定資産除却損 4 500

売上債権の増減額（△は増加） △129,582 △162,870

棚卸資産の増減額（△は増加） △360,926 △1,113,074

仕入債務の増減額（△は減少） △1,959 30,896

その他 27,290 8,427

小計 △157,007 △1,011,744

利息及び配当金の受取額 7 4

利息の支払額 △476 △2,508

補償金の受取額 － 127

法人税等の支払額 △76,447 △19,664

営業活動によるキャッシュ・フロー △233,923 △1,033,785

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,742 △20,891

有形固定資産の売却による収入 － 3,454

無形固定資産の取得による支出 △9,988 △17,761

無形固定資産の除却による支出 － △428

敷金及び保証金の回収による収入 270 129

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,460 △35,498

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 1,300,000

長期借入金の返済による支出 △70,000 △17,500

自己株式の取得による支出 △31 △157,533

配当金の支払額 △61,464 △77,610

財務活動によるキャッシュ・フロー △131,496 1,047,356

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △380,880 △21,928

現金及び現金同等物の期首残高 1,279,016 898,135

現金及び現金同等物の期末残高 898,135 876,207
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（持分法損益等）

当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。

（セグメント情報等）

セグメント情報

当社はライフスタイル雑貨事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（１株当たり情報）

前事業年度
(自 2021年10月１日
至 2022年９月30日)

当事業年度
(自 2022年10月１日
至 2023年９月30日)

１株当たり純資産額 764.44円 798.91円

１株当たり当期純利益 68.65円 46.89円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度
(自 2021年10月１日
至 2022年９月30日)

当事業年度
(自 2022年10月１日
至 2023年９月30日)

１株当たり当期純利益

当期純利益(千円) 222,071 147,436

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益(千円) 222,071 147,436

普通株式の期中平均株式数(株) 3,234,986 3,144,211
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（重要な後発事象）

（第三者割当による自己株式処分）

当社は2023年10月２日開催の取締役会において、2023年10月31日現在の当社従業員持株会（以下、「本持株

会」といいます。）の加入会員（以下、「本会員」といいます。）に特別奨励金を付与し、当該特別奨励金の拠

出をもって本持株会に自己株式（以下、「当社株式」といいます。）を割り当てることを決議し、2023年10月31

日に下記の通り確定いたしました。

１．処分の概要

（１） 処分の期日：2023年12月８日

（２） 処分する株式の種類及び数：当社普通株式 23,634株（注）

（３） 処分価額：一株につき660円（2023年９月29日終値）

（４） 処分総額：15,598,440円（注）

（５） 処分の方法：第三者割当の方法による

（６） 処分先：株式会社アミファ従業員持株会

（７） その他：本自己株式の処分については、金融商品取引法による届出の効力発生を条件とします。

（注）「処分する株式の数」及び「処分総額」は、本件の適用対象となる2023年10月31日時点での本持株会会

員78名に対して、それぞれ当社株式303株を１株につき660円で算出したものであります。

本持株会は、2023年10月２日開催の持株会理事会の決議を経て、十分な周知期間を設けて当社従業員に

対する入会プロモーションを実施し、本持株会への入会希望者を募り、2023年10月31日に会員数を確定

しております。

２．処分の目的及び理由

当社は、2023年10月20日に創業50周年を迎えました。これを機に、次の新たな50年に向けての成長戦略「GO

NEXT 50」を策定し、売上高100億円の早期実現、さらには未来の300億円企業を目指しており、そのためには大

切な人的資本である従業員のモチベーションアップが大切であると認識しております。本スキームは、当社従

業員の企業価値向上へのエンゲージメント及び経営参画意識をさらに向上させるために本持株会への入会を奨

励することを目的とし、当社株式を本会員に対し、特別奨励金として付与するものです。
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４．その他

（１）剰余金の配当の決定に関する基本方針及び当期・次期の配当

① 剰余金の配当の決定に関する基本方針

当社は株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題のひとつとして認識しております。利益還元につきま

しては、将来の事業展開と経営基盤強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定的かつ継続的な剰余金の

配当の実施を基本方針としており、配当性向30％を目標として取り組んでまいります。

当社は、剰余金の配当等会社法第459条第１項各号に定める事項については、法令に別段の定めのある場合を

除き、株主総会の決議によらず取締役会の決議によって決定することができる旨を定款に定めております。ま

た、期末配当の基準日は毎年９月30日、中間配当の基準日は毎年３月31日とし、この他、基準日を定めて剰余

金の配当をすることができる旨を定款に定めております。

なお、当社が展開するビジネスの特性上、利益が上期偏重型となっており、通期業績をもって配当方針に沿

った配当金額を決定すべく、年１回の期末配当にて剰余金の配当を行うことを基本としております。

② 当期の剰余金の配当

当期の配当につきましては、上記の方針に基づき、当期の業績及び今後の事業展開に向けた投資等を勘案し、

１株当たり24円とすることを2023年11月14日開催の取締役会において決定いたしました。

なお、配当金支払日は2023年12月５日を予定しております。

③ 次期の剰余金の配当

2023年10月に創業50周年を迎えた当社は、次の新たな50年に向けての成長戦略「GO NEXT 50」を策定し、売

上高100億円の早期実現、さらには未来の300億円企業を目指しております。2024年９月期は為替変動への懸念

もありますが、原価改善、生産性の向上を推進し、2023年９月期の24円/株の配当を維持する予定としておりま

す。この結果、配当性向は47.0％となる見込みです。

　


